
2026/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 0 11 14 7 33

女性 0 0 4 3 6 6 19

障がい種別ごとの利用者数(重複あり）

精神 知的 身体

男性 30 2 1

女性 18 3 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 4 21 7 1

女性 1 9 8 1

開所日数と利用実績

2月 3月 年間

21 23 263

323 373 4057

50 51

2 1 14

1 0 2

1 1 14

2 1 24

利用希望、新規利用および退所者の状況

　2月に退所された方は、法人外のB型事業所に移られている。生活介護で体調や生活リズムを整えて、就労系の事

業所に移ることを目指したいと利用当初から話されていたので、ご本人の希望通りの退所といえる。

　2025年度の退所者は合計で2名と少なかった。多くの方が利用を続けてくれていることはとてもありがたいこと

ではあるが、ご本人にとって、のぞみ共同作業所に通い続けることが本当に最善の選択肢なのか、常にご本人とた

くさんお話をさせていただきながら、その方の本当のニーズについて考えることを止めずにいたいと思っている。

　2月の新規利用者のうち、お1人目は大阪市内のクリニックからの紹介の方。すでにのぞみ共同作業所を利用され

ている方のご家族が通っているクリニックで、おそらくそのご家族がのぞみ共同作業所のことを話してくださり、

主治医が今回の新規の方を紹介してくれたという流れ。２月の新規利用者のうちお２人目も、すでにのぞみ共同作

業所を利用されている方の計画相談を担当している計画相談事業所スタッフの方からの紹介。すでに利用されてい

る方の支援を一緒にさせていただいている間にのぞみ共同作業所のことを知っていただけたようで、別の方を紹介

してくれたという流れである。３月の新規利用者はブルーリボンの利用者の方。B型事業所でのお仕事を頑張ってお

られたが、週に２日くらい息抜きが必要ということで、のぞみ共同作業所とブルーリボンとを併用していくことに

なった。

　2025年度の新規利用者数は合計14名ととても多かったが、14名のうち11名の方は、何らかの形で過去にのぞみ

福祉会の事業を利用したことがある方か、現在ものぞみ福祉会の事業を利用されている方である。2026年度は外部

の機関からの紹介を増やしていけるよう、事業所の活動についての発信の機会を様々な形で増やしていくととも

に、これまで以上に関係機関とのつながりを大切にしていきたいと考えている。

　のぞみ共同作業所  事業報告2025年度
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苦情受付および事故の状況

2月 3月 年間

苦情件数 0 0 8

事故件数 0 0 0

　2025年度、苦情として報告をさせていただいたのは8件。他の利用者に対しての苦情もあったが、一番多かった

のは「職員にもっと自分のことを気にしてほしい」「もっと自分の話を聞いてほしい」というものだった。利用者

が増え続けている中で、職員の取り合いのような形になってしまう場面もたびたび見られた。全ての職員が、利用

者お1人お1人に目を向け、じっくり丁寧にお話を聞かせていただきたいという姿勢で日々の支援に臨んでいるが、

時間に限りがあることもまた確かなことである。生活介護の事業所としてできることとできないことについて、職

員で話し合って共通の認識をもち、それを利用者にも示していきながら、できない部分については他の事業所と連

携して支援の質を維持していきたい。

　また、苦情をこちらに伝えてくれる利用者は数名に限られているという現状も見逃してはならない。表に出てく

る苦情にだけ対応すればいいわけではなく、なかなかご自身では思いを表現しにくい方の声にこそ、耳をかたむけ

ていかなければいけないと感じている。



2025年度の活動の総括

利用者数の増加と利用者層の広がり

　2025年度は、新規利用者が14名あっただけでなく、従来の利用者がそれぞれの通所回数を増やしてくれ、結果と

して1日の平均利用者数は15名を超えることになった。利用者が増加した要因については、「利用者お1人お1人と

しっかり向き合う」という当たり前のことを地道に続けてきたことが一番大きい。お1人ずつと定期的に面談の時間

をとり、お話を聞かせていただいてきた。その中で上がってきたニーズについて職員間で共有し、具体的なプログ

ラムや取り組みにつなげてきた。漠然と「こういうプログラムをすれば誰か来てくれるかな」という形ではなく、

「こうすることで、～さんが来てくれる」と、具体的な顔を思い浮かべてプログラムを企画できたことが良かった

のだと思っている。

　また、これまでの利用者の層とは違う層の方に、継続して利用していただけるようになったことも2025年度の特

徴である。聴覚障がいをお持ちの方や療育B１の方、軽度の身体介助が必要な方など、のぞみ共同作業所で受け入れ

られるかどうか不安もあり、職員1人ひとりも新しい知識を得て支援に臨む必要があったが、その方々の利用が定着

してくれたことで事業所としての自信につながり、支援の幅が大きく広がったように思う。

プログラム

　上記のように、利用者数が増加し利用者層が広がったことで、プログラムの内容や時間帯、開催頻度について

は、これまで以上に試行錯誤が必要になった。お1人お1人の個別のニーズに応えつつ、どのようにグループとして

活動することの楽しさを伝え、利用者の世界を広げていけるか、今後も考え続けていきたい。

　この1年間、特に人気が高かったのが内職のプログラムである。工賃を受け取り、社会の中で役割があると感じら

れることが利用者にとって大きな喜びにつながるのだなということを職員も実感することとなった。

　同じように創作活動と製品づくりについても、外部への販売が増えたことで多くの地域のみなさんの目に触れて

評価をいただけるようになり、利用者は自身の作品を通して世の中とのつながりを感じることができている。

相談支援

　ご自身の健康に関することと、ご家族に関する相談が多くなっている。利用者の平均年齢も上がっており、内科

的な病気の心配や、腰や膝の痛みなどを抱える利用者が増えた。同じようにご家族も高齢になっており、ご本人と

の関係性に少しずつ変化が表れているケースも多い様子である。ご本人だけでなくご家族からの相談を聞く機会も

増えており、ゆっくりお話を聞かせていただきながら、こちらが具体的にできることを模索している。

地域への発信

　地域のみなさんに、どのように事業所の思いや活動内容を知っていただくか、常に考え続けてきた1年間だった。

広報誌「NoZoMi」やInstagramを使った情報発信、バザー等地域行事への積極的な参加、音にふれあう会の発表も

事業所の雰囲気を地域のみなさんに知っていただく貴重な機会となった。毎月、吹二地区福祉委員会さんのふれあ

いサロンにお邪魔させていただくことで、地域のみなさんとお互いに会えば挨拶できる関係ができつつある。2026

年度には大きな作品展も控えており、のぞみ共同作業所がこの場所で楽しく活動しているということを知っていた

だく機会は、2026年度も作り続けていくつもりである。

職員の健康管理

　これまでよりも格段に数が増加した利用者お1人お1人からお話を聞き、毎日多種多様なプログラムを運営し、な

おかつ外部とのつながりも大切にしていく中で、職員の疲弊という部分についてもとても重要な課題として捉えて

いる。しっかりと休息をとることももちろんだが、何よりも職員同士でたくさん話ができるよう、ミーティングや

振り返りの時間を意図的に増やした。今後も、職員がなるべく心身ともに健康な状態で利用者の支援に臨めるよ

う、それぞれの支援に対しての考え方や悩んでいることなどをいつでも話し合える雰囲気を維持していきたい。



三品遥 13 ： 00 ～ 17 ： 00 社会生活スキルトレーニング　初級リーダー養成研修会 〇 一般社団法人SST普及協会

三品遥 9 ： 00 ～ 16 ： 00 社会生活スキルトレーニング　初級リーダー養成研修会 〇 一般社団法人SST普及協会

入澤隆一 9 ： 30 ～ 17 ： 10 大阪府サービス管理責任者等実践研修 〇

入澤隆一 9 ： 30 ～ 17 ： 15 大阪府サービス管理責任者等実践研修 〇

本宮知純 9 ： 00 ～ 17 ： 00 大阪府虐待防止・身体拘束適正化研修 〇

三品遥 9 ： 00 ～ 17 ： 00 大阪府虐待防止・身体拘束適正化研修 〇

入澤隆一 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

三品遥 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

本宮知純 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

福田秀子 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

信田美希 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

西川瑶子 14 ： 30 ～ 16 ： 00 虐待防止研修（事業所内研修） 〇

本宮知純 9 ： 00 ～ 17 ： 00 大阪府サービス管理責任者等更新研修 〇

本宮知純 9 ： 00 ～ 17 ： 00 大阪府サービス管理責任者等更新研修 〇

入澤隆一 13 ： 30 ～ 15 ： 30 合同防災ワークショップ 〇 法人内イベント

信田美希 13 ： 30 ～ 15 ： 30 合同防災ワークショップ 〇 法人内イベント
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事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

外出レク（国宝展）・土曜開所（ゲーム大会）

2024年度

事業所活動

・調理/創作/昼食会（月4～5回）・たこやき（月1回）・ピンポン/ボッチャ（月1回）・グループワーク

（毎週水曜日、第2、3、4金曜日）・音にふれあう会（第1、３、４火曜日）・フリースペース（週1

回）・椅子ヨガ（月3回）・看護師さんを囲んで（月1回）　・エンジョイ♪音の会（月1回）・第2金曜日

の会（月1回）・パソコンサロン（月2回）・アムールサロン（月1回）・利用者ミーティング（月1回）・

ピアカン本人（月1回）・内職（月8～9回）・ポスティング（年４～５回）・ガーデニアだより綴じ（月

１回）・麻雀大会（月1回）・誕生日会（年3回）・初心者麻雀の会（年4回）・初心者囲碁将棋の会（年4

回）・劇プログラム（年4回）・スポーツの会（月1回）・のぜみ（月1回）・除草（年3回）

外出レク（千里南公園でお花見）・日曜開所（フリースペース/江坂みんなの夢フェスタ参加）・祝日開所

土曜開所（ローズウィーク参加/バラを見に行こう）・外出レク（大阪万博）・ブルーリボン出張喫茶・吹

二地区福祉委員会手話講座

初詣・お夕飯の会・土曜開所（映画鑑賞会）・祝日開所・歌声喫茶

吹二地区福祉委員会手話講座・はぴすまのぞみ月間・外出レク（はぴすまへ行こう）・祝日開所・季節を

感じよう（節分）・土曜開所（スモアづくり）・ゆるだいえっと・はぴすまパン販売・合同ボッチャ大会

土曜日開所（ハートふれあい祭り）・土曜開所（映画鑑賞会）・のぞみ合同防災イベント・中華バイキン

グへ行こう・祝日開所・ゆるだいえっと

第1金曜日の会・土曜開所（フリースペース/ブルーリボン出張喫茶）・祝日開所（スマホ情報交換会）・

のぞみ総会

外出レク（フタバボウル）・大和大学出張講座・吹二地区福祉委員会手話講座

防災大掃除・土曜開所（映画鑑賞会）・祝日開所（おはぎを作ろう）・外出レク（ブルーリボンに行こ

う）・除草・合同防災訓練（阿倍野防災センター）

土曜開所（フリースペース）・吹田えぇもんフェスタ参加・日曜開所（大阪学院大学学園祭参加）・季節

を感じよう（ハロウィン）・小さなお悩み相談会

日帰り旅行（神戸動物王国/須磨シーワールド）・日曜開所（いのっこ祭り参加）・吹二地区福祉委員会手

話講座・第三者委員聞き取り・紳士淑女の会・外出レク（吹奏楽を聴きに行こう）・歯科出前講座

モーニングの会・土曜開所（吹田cocoroフェス参加）・歯科検診・クリスマス会・土曜開所（忘年会/大

掃除）・歌声喫茶



1.事業所の状況 2026/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 0 6 6 4 17

女性 0 2 2 3 6 7 20

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 1 16 0 0 0 17

女性 5 15 0 0 0 20

障がい種別ごとの利用者数（重複あり）

精神 知的 身体

男性 16 5 1

女性 15 6 2

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 4 11 2 0

女性 3 6 7 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

281 23

2,748 229

7

3

13

8

利用希望、新規利用および退所者の状況

苦情受付および事故の状況

年間合計

1

0

開所日数

ブルーリボン(就労継続支援B型)  事業報告2025年度

延べ利用者数

見学者の状況

　今年度は7名の方が新規利用となり、退所者は３名。

新規利用者は法人内計画相談4名、就労移行支援事業所1名、医療機関1名、本人からの問い合わせ1名。ラ

ンチや喫茶の営業にご家族や支援者が来られ相談していただくことも増えてきている。

　退所者3名の理由はそれぞれ利用目的に変化が出てきたため、相談のうえ利用終了となる。また１名、利

用料がかかることなり、悩まれた結果利用終了となった。

苦情及び

事故の概

要、その

後の対応

について

　同一日に複数の場所での活動や施設外のイベント参加が重なり、事前に利用者mtg等で周知はしていたが上手く伝わっ

ていない利用者がいた。結果的に１人事業所に残っての作業のような状況になってしまい、不満を持ち帰宅、しばらく欠

席が続くことになった。精神的な不調とも重なりその後、通所を再開されるがそのことについては話したくない。と、意

思表示される。その後も特定の職員へ距離を取るなどされている。継続して様子を見ながら対応をしている。またこれま

で以上に予定の周知を丁寧に行うこと、個別の対応なども含め、体制等を検討することを心がけている。

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数

体験利用者数

苦情件数

事故件数

資料1-2



2.生産活動

年間合計 年間平均

収入 3,277,148 273,096

支出 1,304,616 108,718

支払工賃総額 2,022,046

平均工賃月額

平均工賃時給

授産種目①

授産種目②

授産種目③

授産種目④

3.事業所での活動内容

4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

12

喫茶・菓子製造販売

コーヒー染め

さたけん家

佐竹台近隣センター共同トイレ清掃

〇喫茶店舗、製菓製造活動

　昨年度に引き続き、店舗スペースを活用し様々な活動を通しブルーリボンを地域の方に知っていただくことを意識し１年

間活動を続けた。ギャラリースペースの展示は昨年度よりは減ったが月２回のランチ営業を継続して実施したことで、地域

にもブルーリボンを知っていただける方が増え、通常営業にも来店して下さることや出店や出張喫茶の依頼を受けることが

増えた。

　製菓製造では夏に製造した製菓の不具合が分かり、製造環境の見直しや衛生面について改めて見直す機会となった。これ

までの長年の活動から、当たり前のようにしていたことや場所が適切かどうかも再検討する機会となり、適正に整えること

に時間をかけて取り組んだ。その結果、利用者自身からも積極的に改善の提案や気をつけることなどが提案してくれること

が増え、仕事に取り組む意欲向上に繋がることができたと感じる。

今後もブルーリボンの製菓、喫茶スペースを活用し、地域との交流や利用者の働く幅を広げていく活動にしていくために、

職員だけが考えるのではなく、利用者と一緒に考え、工夫していくことも生産活動として取り組んでいきたい。

〇活動の幅の広がり

　就労継続支援B型に事業変更し２年目となり、喫茶とコーヒー染めを中心とした生産活動を通して、少しずつ変化しなが

ら様々な人にとって「自分らしく働く」ということができる場所であることを大事取り組んだ１年となった。体調に合わせ

て通所する方、１週間の中の予定の１つとして、次のステップを目指して来られる方など幅広く受け入れることができた。

同じ生産活動やプログラムに取り組むため、個別の目標設定や取り組み方の工夫などより丁寧に対応できるように職員間で

も情報共有や役割分担をしながら関わることを大事にした。その結果、利用者からの希望や要望、なども増えてきていると

感じる。より多くの人の「自分らしく働く」場となれるように活動の発信も積極的に取り組んでいきたい。

〇総括

　今年度当初は少しずつ利用者が増えていたが年間を通しては昨年度よりは７０名ほど減る結果となった。これは加齢に伴

い生活状況に合わせて他のサービスを利用するようになり、通所日数が減った利用者が複数名おられた影響が大きい。ただ

若い方の新規利用も増えてきているため、今後、両方への異なる働きかけをしていくことに意識して取り組んでいくことを

職員間で確認し、検討を続けている。

　また就職により利用終了となる方、就活の取り組みを始められる方など就労支援の機会も増えてきている。「自分らしく

働く」ことができる場だけでなく、就職活動の支援にも対応できるように様々な就労支援機関との連携も増やしていきた

い。これまで通り、地域との繋がりを大事にした利用者の働く機会を確保していくことはもちろん、個別のニーズに合わせ

た就労楼支援にも力を入れ、地域や関係機関に発信し、利用者を増やしていけるように取り組んでいく。

名称 内容及び状況

ブルーリボンミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・年間行事・ケースカンファレンス等

法人職員mtg 研修報告・今後の事業の在り方・勤務予定・ケースカンファレンス等



法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

久留宮 12

久留宮・西島 12

宇野田 5

西川 12

対外的な活動

担当者 回数

久留宮 10

久留宮 10

久留宮 11

障がい者週間記念事業実行委員

会
久留宮 4 障がい者週間記念事業の運営に関する会議

のぞみ福祉会の運営に関すること

亥子谷コミュニティ協議会

高齢者障がい者支援部会 定例会

地域で高齢者・障がい者が安心して暮らせる社会づくりを

考える亥子谷コミュニティセンターで行われる会議

ハートふれあい祭り実行委員会 毎年3月のお祭り実施に向けて検討や準備を行う会議。

名称

のぞみ便り編集会議
のぞみ福祉会から発行する機関誌（のぞみ便り）の編集作

業、次月号のテーマ決め

防災mtg 防災の取り組みや研修について企画、実施する。

吹田市障がい者の働く場事業団授

産部門会議
吹田市障がい者働く場事業団の運営に関すること

内容

虐待防止mtg 虐待防止について話い、研修等を企画、実施する。

名称 内容

管理者会議



西島彩夏、久留宮祐樹 14:00 ～ 16:00 令和７年度地域福祉市民フォーラム 〇

久留宮祐樹 15:00 ～ 16:30 就労選択支援勉強会 〇

久留宮祐樹 13:00 ～ 15:00 令和７年度地域福祉市民フォーラム②

火ノ川開都、西川瑶子、久留宮祐樹 13:00 ～ 16:00 障がい者週間記念事業　シンポジウム 〇 〇

久留宮祐樹 9:30 ～ 17:00 大阪府障がい者虐待防止研修 〇 〇

久留宮祐樹 9:30 ～ 17:00 サービス管理責任者更新研修（１日目） 〇 〇

久留宮祐樹 9:30 ～ 17:00 サービス管理責任者更新研修（２日目） 〇 〇

大口圭香 9:00 ～ 17:00 大阪府相談支援専門従事者現任研修 〇 〇

大口圭香 9:00 ～ 17:00 大阪府相談支援専門従事者現任研修 〇 〇

大口圭香 9:00 ～ 17:00 大阪府相談支援専門従事者現任研修 〇 〇

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

3月2日

1月13日

1月14日

1月6日
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2025 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：ブルーリボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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事業実施状況

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

ランチ営業（月３回）、福祉のひろば出店

えぇもんフェスタ出店、さくらフェスタ出店、千里新田地区公民館文化祭出店、甲東教会バザー出店、レク（メイシア

ターコーラス定期公演鑑賞）、ランチ営業（月２回）、歯科健診

2025年度

事業所活動

定例

休日喫茶オープン、ランチ営業

角谷クリニック・のぞみ共同作業所・はぴすま・五月が丘ふれあいサロンなどケーキ販売＆配達。（各月1回程度）

コーヒー染め（毎日）、さたけん家（週1回）、佐竹台近隣センタートイレ清掃（週3回）、連絡会（適時）朗読工房（月

1回）、チャンゴ練習（週1回）、昼ごはんでっせぇ（月1回）、ヨガ（月1回）、ブルーリボンmtg（月1回）、コーヒー

染めmtg（月1回）、レクレーション（適時）、健康勉強会（月1回）、五月が丘ふれあいサロン当番（月1回）、ブルーリ

ボンコーヒー染め作品展（年1回）、阪大販売（年６回程度）

内本町コミュニティセンターコーヒー教室、休日喫茶オープン、ランチ営業、出張喫茶営業（のぞみ共同作業所）

休日喫茶オープン、ランチ営業

出張喫茶（南山田地区障がい者交流事業「晴れときどきコーヒー」）（のぞみ共同作業所）、平日ランチ営業（月2回）、

ブルーリボンコーヒー染め作品展

大和大学体験談発表会、片山公園平和親子納涼祭り出店

内本町コーヒー教室、西山田ふらっとサロンバザー出店、いのっこ祭り出店、出張喫茶（竹谷地区）

第3者委員聞き取り、COCOROフェスタ出店、ランチ営業（月２回）、輪にネット五月が丘交流会、忘年会（第一楼）

ランチ営業（月２回）、コーヒー教室（ボランティア連絡会）、ボッチャ交流大会

ランチ営業（月２回）、はぴすま出張喫茶・ワークショップ（ブローチづくり）、レク（はぴすまのぞみ月間見学）

ハートふれあい祭り、吹南地区福祉ふれあいフェスティバル出店、のぞみ福祉会合同防災イベント、出張喫茶（新田地区

公民館）、ランチ営業（月２回）、ギャラリー展（手帳カフェ）



1.事業所の状況     2026/3/31現在

開所日数と利用実績

指定特定相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 181 180 179 181 181 181 182 182 181 182 184 186

新規相談件数 2 5 2 2 2 6 3 2 6 3 2 6 41

新規契約者数 1 0 3 0 0 1 1 2 1 2 2 1 14

契約終了者数 2 1 1 0 0 0 1 3 0 0 0 3 11

計画 16 23 14 14 12 15 12 15 8 11 27 18 185

モニタリング 137 134 140 142 147 145 146 139 152 141 134 141 1698

指定障害児支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9

新規契約者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2

契約終了者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計画 2 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 4 11

モニ タリング 1 1 2 1 5 1 4 3 4 2 4 0 28

指定一般相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

新規契約者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支援終了者数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

訪問 2 2 3 3 2 2 3 0 0 0 0 0 17

苦情及び事故の状況

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

苦情受付件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事故件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苦情及び事故の概要、その後の対応について

2025年度　シード

（指定特定相談支援・指定障がい児支援・指定一般相談支援）事業報告

資料№１－３



2.事業所での活動内容

総括

重点項目①【新規相談と利用契約者数】

3月末における相談支援、障がい児支援、地域移行を含む3事業の月初利用契約者数は合計195名だった。新規契約者16名に対し、

契約終了者は12名であり、4名増となった。　契約終了者12名の内訳は、福祉サービス利用なくなった方が7名と最も多く、介護

サービスへの移行が2名、転居が1名、セルフ移行が1名、死亡が1名であった。　新規利用者17名の紹介元は、本人または家族か

らが5名と最も多く、行政からが3名。法人内の日中活動事業所からが3名、サービス再開が3名。医療関係からが2名、他法人の日

中活動からが1名。また地域移行については、2026年10月に1名が退院に伴い利用終了となり今のところ新規の打診はありませ

ん。利用者が増えたことで月間のモニタリング回数と計画回数の合計は、少しずつ増えており160回を超えることもあり170回も

視野に入ってきている。

重点項目②【地域移行】

 【事例の概要と支援の経過】 利用者は、近隣トラブルを契機に13年間、精神科病院に入院されていた方。病状の安定後も、「自

室でギターを弾きたい」という本人にとってどうしても大切にしたい希望と、共同生活のルールの両立が支援の焦点となる。 本人

の思いに寄り添い、納得できる結論を導き出せるように話し合い。条件付きで演奏を容認するグループホームとのマッチングを実

現した。また支援開始から１年が経過し支給継続が危ぶまれた際も、具体的な退院見通しを市に提示することで、半年間の支給決

定延長を得ることができ、支援を継続できた。 主治医、MSW、訪問看護、グループホーム、就労継続支援B型が参画する退院前カ

ンファレンスを開催。多職種によるサポート体制を確認し、10月に無事退院を迎えられた。

【退院後の定着状況】 退院後のモニタリングでは、グループホーム職員より「地域生活を心から楽しまれている」「他利用者への

気遣いも見られ、社会性が著しく向上した」との高い評価を得ている。本人からも「もう少し早く退院すればよかった」との自信

に満ちた言葉を聞くことが出来た。

重点項目③【多機関連携の重要性】

50歳男性・一人暮らし。市内に義父が在住している。実母は脳腫瘍手術後に認知症が進行し、リハビリ病院へ転院、退院の見込み

は立っていない。本人は退職後、日中の過ごし方が不安定となり、昨年より支援を開始した。金銭管理は義父が担っていたが、国

民健康保険料の滞納が判明し、義父自身も生活保護受給中である中、実母の長期入院による減額の影響から本人口座からの支出が

継続していたため、虐待防止センターへ通報した。その後、義父の入院により支援体制が崩れ、生活支援の必要性が高まり、吹田

市および地域包括支援センターと連携を開始。現在は社会福祉協議会の金銭管理支援を申請中であるが、契約能力・判断力にも課

題が見られるため、成年後見制度の申立て準備を進めている。

本ケースは、本人の金銭管理能力の脆弱さに加え、家族も生活困窮状態にあり本来の支援機能が十分に果たせていない中で、経済

的搾取に近い状況が生じていた点が大きな課題である。また、義父の入院により本人の生活維持が不安定化するリスクも顕在化し

ており、医療・障がい・高齢分野が重なる制度の狭間の典型的な重層課題ケースである。対応としては、虐待リスクを早期に捉え

る感度と通報判断、多機関と役割分担し支援体制を再構築するコーディネート力、成年後見制度の活用を含む権利擁護の視点が求

められる。あわせて、本人だけでなく家族全体を捉えるアセスメント力と、制度の枠にとらわれない柔軟な支援構築力が不可欠で

あり、「8050問題」に通じる事例として、多機関連携の重要性を示している。

  本年度は、現在の有資格者数や研修実績に基づき、算定可能な専門的加算をフルに取得する体制を整え、支援の質向上と経営の

安定化に努めた一年となった。

新規利用者の紹介元については、従来の行政機関経由に加え、利用者本人や家族からの直接相談が増えています。のぞみ福祉会の

日中活動事業所や他法人からの依頼に加え、シードが地域活動支援センター等を担っていた時代からの「再相談」、医療機関から

と幅広い関係者から継続した相談が入っている。これは長年の地域活動が信頼に結びついているのではないかと実感してる。

活動の柱としては、医療・福祉の枠を超えた連携強化に注力しました。通院同行加算に加え、訪問看護師や他事業所との「医療・

保育・教育機関等連携加算」を積極的に活用し、顔の見える関係を構築。また、日中活動先への直接訪問による「サービス提供時

モニタリング」を強化し、得られた情報を事業所全体で共有・検討する支援体制に努めた。さらに、利用者の高齢化に伴う介護保

険制度への移行支援ケースだけでなく、利用者の支援をしていたご家族が介護保険を利用する必要が出てきて高齢福祉課、地域包

括支援センター担当者とケースを共有することも増えてきている。

経営面では、1月より「主任相談支援専門員配置加算」を戦略的に取得した。こうした体制整備により、月間収入は前年同月比で約

50万円増となる350万円水準に達した。

次年度もこの体制を維持し、地域に根ざした相談事業所として信頼に応えていきたいと考えている。



3.職員の状況

職員会議の実施状況

名称 回数

相談支援調整会議 42回

検討会議 50回

法人内のプロジェクト担当

名称 担当者 回数

管理職会議 山口・信田 31回

家族会 阪本 12回

対外的な活動

名称 担当者 回数

吹田地域精神医療学習会 中山 12回

吹田しあわせネットワーク会

議
信田 １回

吹田市精神障害にも対応した

地域包括ケアシステム専門部

会

信田 1回

吹田市相談支援事業所等

連絡会
小暮 1回 吹田市内の相談支援事業所の連絡会

医療・行政・各事業所・訪問看護など専門家が集まり、それぞれ事例を

発表し支援方法を検討することを目的にしている。また、年に２回程度

は公開学習会として支援者以外の参加も促している。コロナの感染防止

のため緊急事態宣言下ではYouTubeで機関紹介をしている。

吹田しあわせネットワークの定例会

吹田市精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムを構築するための関係

機関会議

のぞみ家族会にオブザーバーとして参加。

内容

内容及び状況

相談支援専門員スケジュール確認、情報の伝達

新規計画相談受け入れについて

内容

のぞみ福祉会の運営に関すること



磯野　和美 14 : 00 ～ 17 ： 00 依存症相談対応　基礎研修 〇

小暮　和歌子 9 ： 30 ～ 17 ： 00 令和７年度大阪府相談従事者現任者 〇

信田　涼 9 ： 30 ～ 17 ： 00 令和７年度大阪府相談従事者現任者 〇

山口　宗寛 10 ： 00 ～ 16 ： 30 　　　ピアサポート研修　フォローアップ研修 〇 〇

栁田　修辞 10 : 00 ～ 16 ： 30 ピアサポート研修　フォローアップ研修 〇

山口　宗寛 10 ： 00 ～ 16 ： 30 ピアサポート研修　フォローアップ研修 〇

栁田　修辞 10 ： 00 ～ 16 ： 00 ピアサポート研修　フォローアップ研修 〇

山口　宗寛 10 ： 30 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修　伝達研修 〇

磯野　和美 10 ： 30 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修　伝達研修 〇

小暮　和歌子 10 ： 30 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修　伝達研修 〇

栁田　修辞 10 : 30 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修　伝達研修 〇

小暮　和歌子 9 ： 30 ～ 17 ： 00 令和７年度大阪府相談従事者現任者 〇

信田　涼 9 ： 30 ～ 17 00 令和７年度大阪府相談従事者現任者 〇

山口宗寛 16 : 00 ～ 18 ： 00 AI活用術
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他 備 考研 修 時 間



小暮和歌子 9 : 30 ～ 17 ： 00 相談支援専門員　現任者研修 〇

信田涼 9 : 30 ～ 17 ： 00 相談支援専門員　現任者研修 〇

小暮和歌子 10 : 00 ～ 12 ： 00 相談支援連絡会 〇

中山　恭子 18 : 30 ～ 20 ： 30 障がい者虐待防止センター吹田の取り組み 〇

三宅　見佳 13 ： 30 ～ 15 ： 30 障がいのある方のマネプラン「障害年金」申請 〇

山口　宗寛 10 ： 30 ～ 11 : 00 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

信田　涼 10 ： 30 ～ 11 ： 00 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

礒野　和美 10 ： 30 ～ 11 ： 00 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

小暮　和歌子 10 ： 30 ～ 11 ： 00 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

栁田　修辞 11 ： 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

小暮　和歌子 9 : 00 ～ 18 ： 30 医療的ケア児者支援者養成研修 〇

小暮　和歌子 9 ： 00 ～ 18 ： 30 医療的ケア児者支援者養成研修 〇

小暮　和歌子 15 ： 00 ～ 16 ： 30 にも包括に関する事例検討 〇

山口　宗寛 13 ： 00 ～ 15 ： 30 防災研修 〇 法人内研修

小暮　和歌子 13 ： 00 ～ 15 ： 30 防災研修 〇 法人内研修

三宅　見佳 13 ： 00 ～ 15 ： 30 防災研修 〇 法人内研修

礒野　和美 13 ： 00 ～ 15 ： 30 防災研修 〇 法人内研修

3月16日

3月16日

3月16日

12月19日

1月14日

1月19日

2月17日

3月16日

9月27日

12月19日

12月19日

12月19日

12月19日

8月26日

8月29日

9月11日

9月17日
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2025年度　エスペランサ（共同生活援助）事業報告

１．利用者の状況

在籍者数

性別 人数 男 女

エスペランサ 男 4 2

サテライト 男・女 1 0 1

ピオラ 男・女 4 4

サテライト 男・女 1 0 1

プレジール 男 3 3 48

合計 13 9 2 47

新規利用の状況

2 ／13

※期末時点での空き部屋数です

見学相談・問合せ※空き/部屋数

24

2025年度 利用者の異動

入居者 退居者

49

0

平均

年齢

在籍者数定員

44

0

新規入居者・退去者はいなかった。

・4月11日（金）榎坂病院から見学が1名

60代男性1名がエスペランサを見学された。榎坂病院に長期入院されている方で、病院側の勧め等もありグループ

ホームの利用を検討していることから今回の見学に至った。長期入院しているため地域での生活は不安を感じてい

る様子。ひとまず見学とグループホームの説明をさせてもらい、利用を検討していただくことになった。返事をい

ただくまで少し時間はかかりそうである。7月末時点ではまだ返事をいただけていない。

・8月21日(木)千里ニュータウン障がい者相談支援センターから利用相談が1件

25歳 男性。知的障がいをお持ち。精神疾患はなし。日中は就労をされている。金銭管理がまったくできず、また家

族との関係が非常に悪いため、グループホームの利用を検討されているとのこと。エスペランサの説明を一通り行

ない、また精神障がいがメインのグループホームであることを伝えている。見学希望であるならまた連絡をほしい

と伝えているが、今のところ連絡はない。

・10月6日(月)豊津にお住まいの方から利用相談が1件

吹田市で働いていたが精神疾患を発症し、休職をしている女性のお父さんから利用相談があった。障害支援区分は

４とのこと。現在エスペランサで女性が利用できるグループホームが空いていないので利用が難しいことを伝えた

が、その際合わせて他の法人のグループホームの紹介・障がい福祉のグループホームの特色や強み・弱みなど色々

な情報も伝えている。ただ空きがないことを伝えるのではなく、可能な範囲で希望に沿った情報を伝えることでお

父さんも感謝しておられた。

・10月17日(金)シード利用者から見学が1名

シードの利用者が1名エスペランサの見学を希望される。男性。見学自体は問題なく終えられ、本人も満足される。

部屋も気に入っておられ体験利用を希望されたのだが、既に入居されている利用者との距離感に苦手意識を感じ、

考え直され、体験利用はやめておくとのことであった。

資料№1-4



・11月17日（月）

女性の方から電話にて問い合わせがあった。年齢や疾患名などは聞けなかったが、精神障がいのグループホームを

探しているとのことであった。女性枠が空いてなく、利用は厳しい旨を伝えた。情報提供として、他の精神障がい

のグループホームも紹介した（空いているかどうか分からないことを伝えたうえで、グループホーム パレットを紹

介した）。

・12月24日（水）相談支援事業所 サポいちえから利用相談が1件

男性の方で現在もグループホームを使っているのだが、長年同じところに住んでいることもあり別のグループホー

ムを利用したい気持ちが出てきているとのことだった。24時間の支援や朝昼晩の食事提供など手厚い支援を希望し

ておられ、また精神障がいではなく知的障がいをお持ちということからお断りというかたちになった。知的障がい

ということから、こちらからは知的障がいメインの他のグループホームの紹介をしている（ぷくぷく福祉会とさつ

き福祉会）。

・2/17(火)吹田市障がい福祉室から利用相談が1件

50代男性で統合失調症。現在は入院中で病状も落ち着いてきており3月に退院予定。元々一人暮らしをされていた

そうだが、去年の12月にグループホームを利用したいと市役所に問い合わせをした様子。無事ワンルームタイプの

グループホームが見つかったそうだがそのあたりから精神症状が酷くなり、何とかグループホームの利用は始めた

そうだが近隣とのトラブルが絶えず緊急入院になったとのこと（今は医療保護入院に切り替えたそう）。障がい支

援区分はまだないが、ひとまず認定調査は終わったらしく近々出るそう。こちらからはエスペランサが2部屋空いて

いることを伝え、どんなグループホームなのかも合わせて伝えている。本人はワンルームタイプを希望していたり

食事提供など手厚い支援があったほうが良い様子で、エスペランサとは合わないように思うが、希望があれば見学

は可能とは伝えている。

・3/25(水)相談支援事業所のにじむすびから利用相談が1件。30代の男性。知的障がいとパニック障害。現在実家

にて一人暮らし。障がい者雇用で企業で働いている。不安や心配を感じるとすぐに誰かに相談をしないとパニック

になることから、ここ最近はヘルパーと訪問看護の利用を開始し適宜相談に乗れるように支援に入っているらしい

（まずは半年様子を見て、半年後に振り返りをする予定らしい）。ただ訪問サービスで対応も限界がある可能性も

あり、将来は世話人がいるグループホームを利用できたらということで問い合わせがあった。共同生活型のグルー

プホームを希望されている。エスペランサのサービス内容についてこちらから説明をしている。24時間世話人がい

るグループホームではないこと、知的障がいではなく精神障がいがメインであること、食事提供が(月)(火)(木)の夕

食弁当しかないこと、これら3つが本人の希望にマッチしないことが気になるところではあるが、また希望があれば

見学の対応などしていきたい。



在籍者の障害支援区分内訳（3月末時点・サテライト含む）

なし 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計 平均

エスペランサ 1 2 3 2.67

ピオラ 4 1 5 3.2

プレジール 3 3 3

合計 0 0 1 9 1 0 0 11 3.0

区分平均＝区分✕人数÷実人数（区分１は一人、区分２は二人と計算）

利用者の障害種別内訳（3月末時点・サテライト含む・重複あり）

身体 知的 精神 合計

エスペランサ 1 2 3

ピオラ 5 5

プレジール 3 3

利用者の日中活動状況（全ホーム、併用あり、3月末時点）

1

日中活動の状

況

利用実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

エスペランサ 90 93 90 93 93 90 93 90 93 92 84 93 1,094

ピオラ 149 155 150 155 151 150 155 150 151 152 140 155 1,813

プレジール 90 93 90 93 93 90 93 90 93 93 84 93 1,095

体験利用 0

合計 329 341 330 341 337 330 341 330 337 337 308 341 4,002

※サテライト含めた利用実績。退去後の支援・入院は含まない。

単身生活に向けた取り組み（自立生活支援）

自立生活支援の状況 単身生活を始められる方はいなかった。

0

生活介護に関して、3名がのぞみ共同作業所を利用・1名が他の株式会社の事業所を利用されてい

る。就Bについては、2名はブルーリボン、他3名が他法人・株式会社の事業所を利用されている。

就A・病院デイケア等は、他法人・株式会社の事業所・病院を利用されている。就労に関しては、

大手企業にて障がい者雇用として2024年4月から働かれている。

就労移行支援
就労継続支援

A型

就労継続支援

B型
生活介護

病院デイケア

等
就労

1 5 4 10

特になし



苦情・事故

苦情件数

0

事故まではいかないのだが、2026年1月8日(木)にプレジールの共用部屋にてお弁当作りをしている時、プレジール

のほぼ全部屋のブレーカーが落ちた(共用部屋のエアコンのみ稼働していた)。部屋におられた利用者さんもビック

リしておられた。怪我等はなかった。原因は炊飯器だと思われる。これまでは5合炊きの炊飯器を使っていたのだ

が、弁当を希望される方が増え一升炊きの炊飯器を使用し始めた。1升炊きの炊飯器を使った途端にブレーカーが落

ち、その後も何度か落ちたのでそれが原因だろう。対策として、共用部屋を出たところにコンセントがあり、そこ

を使うことでブレーカーが落ちることはなくなった。

・プレジールにて

5月18日（日）13時頃、スタッフ不在時にプレジール共用部屋にて男性利用者がお茶を作っておられたのだが、ヤ

カンに水とお茶パックを入れ火をつけたまま自室に戻られ、お茶を作っていたことを忘れてしまい、ヤカン内の水

が全て蒸発し、ヤカンとお茶パックが焦げ焦げになってしまう。その際に煙もたくさん出て、火災報知器が感知し

鳴り、他の男性利用者がすぐに火を消すことで出火まで至らなかった。14時前に職員が訪問をし、被害の確認・換

気の徹底・利用者の怪我の確認などをした。特に利用者に被害はなく、ヤカンが焦げて使えなくなってしまうくら

いの被害で済んだ。その後職員とプレジール利用者とでミーティングを行ない、今回の出来事の確認をし、職員が

いない時に共用部屋で火を使わない・お茶は水出しで作るというルールを設定した。当該利用者はみんなの分のお

茶を作ろうと良かれと思ってやってくれていたので、その気持ちを汲みつつ今後は気をつけていきましょうと確認

した。また職員利用者問わず同じことは起こりうるので、今回の出来事を機に自身でも意識をしていき、またみん

なで気づいたことがあれば共有するなど協力し合うことも確認した。

・プレジールにて

事故とまではいかないが、報告。7月19日（土）にプレジール共用部屋にアリが発生。砂糖を入れる容器に群がっ

ており、アリを駆除後、砂糖も処分。発生源は蛇口の付け根の隙間からであることが分かり、アルコールを吹きか

けた後に蛇口の付け根の隙間を可能な限り狭くし、すぐ近くにアリの巣ころりを設置。以後、発生せず。夏の暑い

時期は虫の発生にも気をつけていきたい。

・プレジールにて

8月14日(木)。お弁当の調理中に、風呂場からゴキブリが1匹発生。食品から離れた場所にて新聞紙を使い駆除して

いる。恐らく大雨の影響で排水溝から出てきたのではと思う。新しいゴキブリホイホイをすぐに設置し（風呂場の

近く）、対応している。

4

事故件数



2．事業所での活動内容

夕食会実施状況…上段：実施回数、下段：延べ参加者数（体験利用者含む）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

13 12 13 13 11 12 11 10 11 11 11 13 141

26 23 26 26 22 24 22 20 22 22 22 26 281

2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 25

10 10 10 10 9 10 15 10 10 10 9 8 121

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

※エスペランササテライトは実施なし

※エスペランサ→2024年10月31日から夕食会を弁当に切り替えており、弁当の回数を記載。

13 12 13 13 11 12 11 10 11 11 11 13 141

26 24 26 26 16 13 22 20 22 22 22 26 265

※2024年11月から月・火・木で弁当を提供しており、上記にて実施回数と参加者数を記載。

8 8 8 7 8 8 9 56

16 17 26 16 18 19 22 134

※2025年9月から火・木で弁当を提供しており、上記にて実施回数と参加者数を記載。

エスペランサ

ピオラ+

サテライト

プレジール

プレジール

弁当

ピオラ

弁当

訪問 毎日、各グループホームをスタッフが訪問し、相談や生活支援を行なっている。

夜間支援 夜間、電話での緊急時の相談支援を行なっている。

利用者ミーティング

ピオラ・プレジールを中心に行なっている(エスペランサは利用者数が少ないため休止してお

り、適宜個別で話は聞いている)。夕食会の後に行なうことが多い。夕食会のメニュー決めやレ

ク、新しいプログラムやグループホームのルール確認などについて話し合うなどしている。

レクリエーション

基本的に利用者ミーティングで内容を決めて実施。3月８日(日)にピオラとプレジールの合同レ

クリエーションを開催した。グリーンプレイスにあるバーガーキングへ行き、合計5名の利用

者が参加した。利用者主体で集合場所や時間の確認をし、問題なく終えることができた。初め

てバーガーキングを利用される方も多く、色んな感想も聞くことができ、開催できてよかった

と思う。来年度もぜひ利用者の意見を聞いてレクリエーションを開催したい。

夕食会

住居ごとに行なっている。

エスペランサ→月・火・木に弁当の提供、プレジール→月・火・木に弁当の提供と月1回の合

同夕食会の開催、ピオラ→火・木に弁当の提供と月2~3回の合同夕食会。

食費軽減や季節・行事に合わせたメニューを取り入れて食の充実を図るといった目的で行って

いる。

弁当は各自で食べていただき、合同夕食会は共有部屋で一緒に食事をとる形式をとっている。

弁当のメニューは、月曜日は魚がメインで火曜日と木曜日のメインは肉となっている。

利用者の皆さんから非常に満足していると聞いており、引き続き提供していきたい。

（ピオラの弁当提供に関して、職員の業務状況や訪問時間等の関係から月曜日の提供はしてい

個別支援

自力での住環境清美・維持が難しい利用者のために部屋の清掃支援をしたり、一人で買物がで

きない利用者から「一緒に買物に来てほしい」と希望がありスーパーなどへ買物同行を行なっ

たり、各々の希望に沿って個別の支援を行なっている。

関係機関との連携連絡
医療機関や福祉サービス事業所のほか、訪問看護や金銭管理サービスを利用する方も多く、利

用者の安定した生活を維持できるよう連携連絡をとっている。



3.職員の状況

職種と職員配置（単位：人）

実数

常勤換算

※生活支援員と世話人は兼務の場合あり。サビ管は世話人と兼務。

職員会議の実施状況

回数

月1回

月1回

月2回

3か月

に1回

対外的な活動

担当者 回数

阪本 8回

本宮 13回

北山 6回

全員 1回

本宮 20回

阪本 2回

阪本 1回

阪本 2回

阪本 3回

阪本 12回

北山 3回

北山

阪本

本宮

1回

北山 1回

自立支援協議会 地域会議

(亥子谷)

障がい者等の個別課題の分析から吹田市内で共通して見られる

課題を抽出し、解決を図るための協議・検討を行なう。

地域連携推進会議

障害者支援施設や共同生活援助において、地域との連携を強化

し、利用者が地域で安心して生活できるようにするための会

議。

ホームページ会議 のぞみ福祉会のホームページの運営に関する会議。

社会福祉法人吹田社会福

祉協議会評議員会
吹田市社会福祉協議会評議員に、評議員として出席。

社会福祉法人吹田社会福

祉協議会善意銀行運営委

員

吹田市社会福祉協議会、善意銀行運営委員として、運営委員会

に出席。

のぞみ家族会

のぞみ家族会の定例会、総会などに出席し、家族会の運営の

フォローとその場で相談を受ける。また、事務局機能として対

外的な窓口業務を行う。

社会福祉法人みつわ会

評議員会
寝屋川市にあるみつわ会の評議員会に、評議員として出席。

吹田市施設連絡会 施設連絡会総会への出席

障害支援区分認定審査会
吹田市が支給決定を行う方の障害支援区分認定について、調査

をもとに検討を行い、区分についての決定を行う。

虐待防止チーム
法人の虐待防止に関する検討・情報共有。総会の運営や第三者

委員聴き取りも担当。月１回担当者Mtgを開催。				

のぞみ便り編集
「のぞみ便り」記事内容の検討、記事集め、誌面作成、Web上

への投稿など。

吹田市グループホーム連

絡会

市内グループホームにかかわる支援者が集まり過大解決を図

る。様々な居住の支援にかかわる情報交換。

のぞみ総会 7/25に開催。実行委員の他、当日の受付などに協力。

管理職会議 管理職が集まって、事業運営などについて話し合う。

職員全体ミーティング
全事業所の職員が集まって、事業ごとの報告や全体的な活動について話し合

う。

名称 内容

名称 内容及び状況

スタッフミーティング
グループホームのスタッフ全員で支援方法などについて話し合う。それぞれが

参加したものについて伝達研修を行う。

常勤会議 常勤職員が事業の運営や予定について話し合う。

1 1 6 3

1 0.3 2.5 1

サビ管 世話人 生活支援員管理者



総括

　2025年度も引き続き利用者一人ひとりの生活や特性に寄り添いながら安心して暮らせる住環境の維

持に努め、日常生活支援や健康管理に取り組むとともに、関係機関との連携を通じて支援体制の充実

を図った。その結果もあり、退去者・入院者もおらず、安定した一年でもあった。

　2025年から義務化となった地域連携推進会議に関して、地域の関係機関やご家族等との連携・連絡

といった部分を深めるため、情報共有や支援体制の確認、グループホームの訪問等を行なった。初め

ての取り組みであったが、エスペランサがどういった場所であるのかを共有することができ意義のあ

る時間であった。

　職員に関しても新たに1名加わったことで支援の幅が広がり、通院同行や関係機関への同行以外にも

買い物に不定期ではあるが、一緒に行く機会が増えたことや、利用者それぞれの希望や要望に対しよ

り柔軟な対応が可能になった。体調不良時には通常の訪問以外にも食料を届ける支援も行った。

　弁当作り・配達に関しても、7月以降はピオラのぞみにも拡大し、利用者からも非常に好評である。

昨今の物価高において食費の高騰に悩んでおられる利用者も多く、弁当を配達することで食費の軽減

はもちろん、食の楽しみにもつながっている。2026年度も継続して提供し日常生活を支える取り組み

を意識したい。

　今後も利用者の自立と地域生活の継続を支えるため、支援の質向上と運営体制の強化に取り組んで

いく。



事業所名：

北山晶規 グループホーム見学（さつき福祉会 みんなのき） 〇 グループホーム連絡会主催

大原依子 相談支援従事者初任者研修　WEB講座 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

大原依子 相談支援従事者初任者研修　演習 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

塩崎綾香 防災訓練 〇 阿倍野防災センター

南川直子 防災訓練 〇 阿倍野防災センター

阪本裕貴 防災訓練 〇 阿倍野防災センター

大原依子 相談支援従事者初任者研修　演習 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

北山晶規 感染症予防対策講習会（動画配信型） 〇 大阪府社会福祉協議会

大原依子 相談支援従事者初任者研修　演習 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

前田由香 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

村本初治 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

北山晶規 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

西村英一 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

塩崎綾香 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

伊郷梨絵 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

大原依子 虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 〇 日本社会事業大学・厚生労働省障害福祉課

北山晶規 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

大原依子 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

前田由香 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

氏名 開 催 日 研 修 時 間

3月16日

9月29日

9月29日

11月5日

11月10日～11月13日

12月9日・22日

12月17日

12月17日

9月29日・30日

9月29日

期間内視聴

共に9:30~17:30

⑧

そ

の

他

備 考

7月18日

9月8日～22日

2025 年 度 研 修 参 加 実 績

②

事

業

③

資

格

エスペランサ（共同生活援助）

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

①

人

権研 修 テ ー マ

13:30~14:00

12月23日

12月26日

12月26日

1月5日

1月21日

3月16日

3月16日

13:30~15:00

11:00~12:00

11:00~12:00

14:00~15:00

14:00~15:00

13:30~15:00

9:00~12:00

9:00~12:00

9:00~12:00

9:30~17:30

13:30~15:00

期間内視聴

共に9:30~17:30

13:00~14:00

14:00~15:00

11:00~12:00



南川直子 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

塩崎綾香 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

阪本裕貴 防災全体研修 〇 法人内研修（総合福祉会館にて）

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

3月16日

3月16日

3月16日 13:30~15:00

13:30~15:00

13:30~15:00


